
2024年　第345号

火事をみつけたら　 まず、周りの人に大きな声で知らせます

❖令和６年　新年のご挨拶	 齋藤　晴美	････････････････ ２
❖支援力を上げるために
○支援の枠組み作り　職員研修の体系化　　	 村上　功二	････････････････ ２
○心理療法士による専門的支援　　　　　　	 坂寄　里紗	････････････････ ４

❖防災訓練　　　　				　
○合同防災訓練														　	 茂木　康平	････････････････ ４
○非常食訓練　　　　　　	 島田　結実	････････････････ ５

❖ボランティアへ感謝状		････････････････････････････････････････････････････････ ５
❖各寮の様子　秋冬編　	 かりん寮　上小路希美	････････････････ ６
	 けやき寮　星　　湧人	････････････････ ６
	 どんぐり寮　仲川　正徳	････････････････ ６
	 土屋　　麗
	 くぬぎ寮　須永　貴之	･･･････････････ 	７
◆熊澤先生のゆる～くかた～く
　　　　　　　「心にも貯金が必要だよね」　　	 熊澤　海道	････････････････ ８
◆児童・職員の動き　行事予定････････････････････････････････････････････････ 	８



ちちぶだより 第 345 号 （2）

令
和
六
年
　
新
年
の
ご
挨
拶

令
和
六
年
　
新
年
の
ご
挨
拶

次
長
次
長
　
齋
藤
　
晴
美

　
齋
藤
　
晴
美

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
保
護
者
、
職
員
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
大
変

な
ご
心
配
や
ご
負
担
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
五
月
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
に

移
行
し
、
秩
父
学
園
に
お
い
て
は
、
感
染
防
止
対
策
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
花
火
大
会
等
の
行
事
を
実
施
し
た

り
、
面
会
や
外
出
の
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
少
し

ず
つ
活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
年
三
月
に
は
民
間
団
体
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

園
内
に
お
い
て
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
令
和
六
年
は
、
こ
ど
も
達
も
職
員
も
楽
し
め
る

催
し
を
企
画
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

職
員
の
皆
様
に
は
、
他
の
障
害
児
関
係
の
施
設
な
ど
と

の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
を
創
出
し
秩
父
学
園
の
外
に

視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
秩
父
学
園
に
お
け

る
支
援
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

現
在
、
秩
父
学
園
に
は
、
高
校
一
年
生
以
上
の
こ
ど

も
が
二
十
九
人
（
令
和
六
年
一
月
一
日
現
在
）
入
所
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
成
人
後

の
生
活
を
見
据
え
、
地
域
移
行
支
援
に
向
け
た
取
組
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ど

も
達
が
秩
父
学
園
を
退
園
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
戻

り
、
秩
父
学
園
で
の
経
験
を
活
か
し
、
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
全
力
で
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

秩
父
学
園
に
お
け
る
日
々
の
支
援
や
活
動
は
、
国
立

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
第
三
期
中
期

目
標
に
お
い
て
、
運
営
方
針
や
組
織
目
標
を
定
め
、
計

画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
は
、
こ
の
第

三
期
中
期
目
標
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
中
期
目
標
が
ス
タ
ー
ト
す
る
令
和
７
年
度
よ

り
、
現
行
の
年
齢
や
性
差
に
よ
る
寮
運
営
か
ら
、
児
童

の
課
題
や
行
動
化
の
状
況
、
必
要
な
支
援
等
に
着
目
し

た
寮
編
成
に
見
直
す
こ
と

と
し
て
お
り
、
令
和
６
年

は
寮
再
編
の
準
備
を
本
格

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。本

年
も
保
護
者
の
皆

様
、
関
係
機
関
の
皆
様
と

私
ど
も
秩
父
学
園
職
員
が

共
に
、
こ
ど
も
達
の
未
来

を
育
ん
で
い
く
大
切
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
秩

父
学
園
の
取
組
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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支
援
の
枠
組
み
作
り

秩
父
学
園
に
は
四
つ
の
生
活
寮
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
十
名
程
度
の
職
員
が
配
置
さ
れ
、
チ
ー
ム
で
支
援
し

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
支
援
の
一
方
、
各
児
童
に
担
当
の

職
員
を
決
め
、
そ
の
児
童
の
支
援
の
中
心
に
な
っ
て
い

ま
す
。
担
当
を
決
め
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
児
童
と
の
愛
着

関
係
を
作
り
、
安
心
安
全
基
地
と
し
て
信
頼
関
係
を
築

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
交
代
制
勤
務
の
た
め
担

当
職
員
が
毎
日
い
る
と
は
限
ら
ず
、
関
わ
る
全
て
の
職

員
で
の
支
援
の
統
一
が
難
し
い
ケ
ー
ス
や
、
支
援
が
上

手
く
行
か
ず
担
当
職
員
が
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
秩
父
学
園
に
は
、
対
応
が
難
し
い
ケ
ー

ス
を
中
心
に
支
援
の
あ
り
方
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く

役
目
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
欠
か
せ
な
い
の
が
チ
ー

ム
や
職
員
一
人
ひ
と
り
の
支
援
力
を
上
げ
る
こ
と
で

す
。秩

父
学
園
で
は
児
童
の
支
援
を
様
々
な
枠
組
み
か
ら

計
画
、
実
行
、
評
価
（
再
評
価
）
し
て
い
ま
す
。
個
別

支
援
計
画
作
成
、
各
寮
で
の
会
議
や
日
常
的
打
ち
合
わ

せ
、
支
援
に
特
化
し
て
話
し
合
う
会
議
、
ケ
ー
ス
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
、
事
例
検
討
な
ど
日
常
的
に
行
う
も
の
や

設
定
し
て
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
対
応
の
難
し
い
児
童
（
①
強
度
行
動
障
害
・

そ
の
他
で
支
援
の
組
み
立
て
が
難
し
く
、支
援
の
準
備
・

評
価
に
も
時
間
を
要
す
る
児
童
②
特
定
の
行
動
で
困
っ

て
い
る
児
童
）
に
関
し
て
は
、「
支
援
に
関
す
る
会
議
」

「（
識
者
の
助
言
に
基
づ
く
）
ケ
ー
ス
検
討
」「（
全
部
署

参
加
対
象
の
）
事
例
検
討
」
で
広
く
意
見
交
換
や
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
支
援
に
関
す
る
会
議
」
は
、
二
つ
の
目
的
が
あ
り

ま
す
。
①
愛
着
・
行
動
障
害
・
被
虐
待
等
重
複
合
併
の

難
し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
併
せ
て
当
該
児

童
の
家
族
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
②
強
い
行
動

障
害
等
に
よ
り
、
登
下
校
や
授
業
の
出
席
が
困
難
な
児

童
に
対
し
て
、
機
会
の
保
障
を
図
る
べ
く
関
係
機
関
に

働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。
月
一
回
程
度
、
該
当
寮
職
員

に
加
え
て
、
心
理
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
等
の
専
門
職
、
発
達
支
援
主
事
が
参
加
し
、
行
動
の

分
析
、
支
援
計
画
・
実
践
・
評
価
を
中
心
に
、
必
要
に



第 345 号 （3） ちちぶだより

応
じ
て
実
践
も
行

い
ま
す
。「
ケ
ー
ス

検
討
」
は
、
学
園
内

で
の
検
討
だ
け
で

は
支
援
の
組
み
立

て
が
難
し
い
児
童

に
つ
い
て
、
外
部
の

有
識
者
の
助
言
の

も
と
事
例
検
討
を

年
間
五
事
例
、
各
二

回
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
回
目
の
助
言

を
元
に
実
践
し
、
評

価
、
再
実
践
し
て
い

き
ま
す
。「
事
例
検

討
」
は
、
週
一
回
程

度
、
朝
礼
後
に
今
困
っ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
、
短
時

間
で
多
く
の
職
員
か
ら
の
意
見
を
も
ら
う
場
を
設
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
、

若
手
職
員
が
行
動
分
析
す
る
機
会
と
し
て
の
役
割
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
園
と
し
て
の
支
援
の
枠
組
み
を
作
る

こ
と
で
、当
該
寮
や
担
当
者
が
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、

全
体
で
対
応
が
難
し
い
児
童
の
支
援
の
質
の
向
上
を
考

え
、職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。様
々

な
立
場
の
知
見
を
集
積
し
支
援
の
方
向
性
を
決
め
て
い

く
こ
と
で
、
学
園
全
体
と
し
て
一
人
の
対
応
困
難
児
童

を
支
え
て
い
ま
す
。

職
員
研
修
の
体
系
化

職
員
研
修
は
、
職
員
の
資
質
や
支
援
力
を
高
め
る
た

め
に
大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
ま
で
は
新
任
研
修
や
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

任
者
等
研
修
な
ど
必
須
と
さ
れ
る
研
修
と
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
研
修
（
採
用
三
～
七
年
目
対
象
）
以
外
は
、
職

員
の
希
望
に
沿
う
形
を
主
軸
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
組
織
内
で
の
経
験
年
数
や
職
務
別
に
必
要
な
専

門
性
の
獲
得
に
個
人
差
が
出
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
研
修
推
進
チ
ー
ム
を
作
り
、
研
修
を

体
系
的
・
組
織
的
に
行
な
う
よ
う
令
和
五
年
度
始
め
に

見
直
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
高
い
専
門

性
を
持
っ
て
業
務
に
臨
め
る
よ
う
、
特
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
体

系
化
し
具
体
化
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
開
始
し
、
で

き
た
も
の
や
今
後
取
り
組
む
も
の
が
あ
り
評
価
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
全
職
員
が
見
通
し
を
持
っ
て
研
修
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
以
下
①
内
部
研
修
②
外
部
研
修
・
講
習
会

③
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
④
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で

す
。

①
内
部
研
修　

園
内
講
師
に
よ
る
研
修
会
、
普
通
救
急

救
命
講
習
会
、虐
待
防
止
研
修
会
、研
修
報
告
会
や
ケ
ー

ス
検
討
会
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

②
外
部
研
修
・
講
習
会　

外
部
の
研
修
に
参
加
し
ま

す
。
ま
た
、
児
童
心
理
治
療
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施

設
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
見
学
や
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
外
部
研
修
が
あ
る

場
合
は
要
望
を
あ
げ
、
そ
の
都
度
検
討
し
ま
す
。

③
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修　

希
望
や
指
名

に
よ
り
受
講
し
ま
す
。

④
Ｏ
Ｊ
Ｔ　

以
下
の
Ａ
～
Ｋ
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
位
置
づ
け
、

経
験
年
数
や
職
務
に
沿
っ
て
行
い
ま
す
。

Ａ
研
修
会
等
講
師

Ａ-

１
外
部
研
修
会
等
講
師

・
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
学
院

研
修
会
の
企
画
、
運
営
を

行
い
ま
す
。

・
発
達
や
行
動
が
気
に
な

る
お
子
さ
ん
を
支
援
す
る

支
援
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

・
研
修
会
講
師
、
支
援
者

相
談
、
ケ
ー
ス
検
討
会
助

言
者
と
し
て
他
事
業
所
へ

派
遣
さ
れ
ま
す
。

Ａ-

２
内
部
研
修
会
等
講
師

寮
内
の
担
当
者
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
実
施
す

る
寮
内
勉
強
会
の
講
師
を

努
め
ま
す
。

Ｂ
事
例
報
告

①
支
援
の
事
例
を
寮
や
部
署
単
位
で
、
園
内
の
事
例
報

告
会
に
て
発
表
し
ま
す
。

②
発
表
し
た
事
例
を
秩
父
学
園
の
事
例
と
し
て
国
立
障

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
業
績
発
表
会

で
発
表
し
ま
す
。

③
必
要
に
応
じ
て
外
部
の
学
会
等
で
発
表
し
ま
す
。

Ｃ
研
修
報
告　

園
内
の
研
修
報
告
会
で
報
告
を
行
い
ま

す
。

Ｄ
外
来
療
育
及
び
訪
問
支
援
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
業
務

に
あ
た
り
ま
す
。

Ｅ
事
例
集
の
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
掲
載

上
手
く
い
っ
た
り
い
か
な
か
っ
た
り
し
た
支
援
や
、

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
検
討
会
に
挙
が
っ
た
ケ
ー

ス
な
ど
の
支
援
経
過
を
ま
と
め
、事
例
を
集
積
し
ま
す
。

Ｆ
行
事
の
起
案　

学
園
全
体
や
部
署
ご
と
の
行
事
の
計

画
を
立
て
て
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
ま
す
。

秩父学園における支援のイメージ 

寮
内
で
共
有
・
決
定

支
援
開
始

寮
・
各
会
議
に
て
評
価

各寮での話し合い 

支支援援にに関関すするる会会議議  

有有識識者者のの助助言言にによよるるケケーースス検検討討  

朝礼時の事例検討 

ケースカンファレンス

太字は主に対応の難しい児童の会議 

区分 ＯＪＴ内容 該当職
各領域可能な範囲で行う 看護師　療法士

1 Ｃ　Ｇ　Ｅ　Ｊ　Ｋ 非常勤　再任用
2 Ｃ　Ｇ　Ｅ　Ｊ　Ｋ 採用から３年以下
3 Ａ-2　Ｂ　Ｃ　Ｇ　Ｆ　Ｊ　Ｋ 採用から４年～７年
4 Ａ-2　Ｂ　Ｈ　Ｉ　Ｊ　Ｋ 8年以上
5 Ａ-1　Ｄ　Ｅ　Ｈ　Ｊ 副寮長
6 Ａ-1　Ｊ 寮長　室長　主事　師長
7 Ｊ 管理職
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Ｇ
朝
礼
時
事
例
検
討　

事
例
検
討
に
事
案
を
提
出
、
報

告
し
日
常
の
支
援
に
活
か
し
ま
す
。

Ｈ
外
部
有
識
者
の
助
言
に
よ
る
ケ
ー
ス
検
討　

各
寮
・

室
で
ケ
ー
ス
を
出
し
、
報
告
、
実
践
し
支
援
を
見
直
し

て
い
き
ま
す
。

Ｉ
支
援
に
関
す
る
会
議　

対
応
の
難
し
い
児
童
の
支
援

に
つ
い
て
、
会
議
や
集
中
支
援
に
関
わ
り
担
当
職
員
と

し
て
学
び
ま
す
。

Ｊ
所
定
の
書
籍
の
購
読　

研
修
推
進
チ
ー
ム
が
選
定
し

た
学
ん
で
ほ
し
い
テ
ー
マ
の
書
籍
を
購
読
し
ま
す
。

Ｋ
虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員　

委
員
と
し
て
活
動

し
ま
す
。

心
理
療
法
士
に
よ
る
専
門
的
支
援

　
　
　
　

　
　
　
　
心
理
療
法
士

心
理
療
法
士
　
坂
寄
　
里
紗

　
坂
寄
　
里
紗

秩
父
学
園
に
入
所
し
て
い
る
児
童
は
、
知
的
障
害
の

程
度
が
最
重
度
か
ら
軽
度
と
幅
広
く
、
障
害
種
も
様
々

で
す
。
特
に
入
所
児
童
に
お
い
て
は
、
秩
父
学
園
入
所

前
の
生
活
で
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
に
至
っ
た
こ
と
を
契

機
に
入
所
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、支
援
の
重
要
性
・

困
難
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
児

童
に
対
す
る
、
心
理
担
当

職
員
（
以
下
、
心
理
療
法

士
）
の
支
援
に
つ
い
て
ま

と
め
ま
し
た
。

①
ア
セ
ス
メ
ン
ト

秩
父
学
園
へ
入
所
す
る

際
に
発
達
検
査
や
知
能
検

査
な
ど
を
実
施
し
、
個
別

支
援
計
画
の
作
成
に
活
か

し
て
い
ま
す
。
近
年
の
傾

向
と
し
て
、
入
所
前
の
出
来
事
に
よ
り
ト
ラ
ウ
マ
的
な

症
状
が
出
現
し
て
い
る
児
童
や
そ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
何
度
も
話
す
児
童
が
い
る
た
め
、
ト
ラ
ウ
マ
体
験
及

び
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
を
評
価
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
入
所
後
も
必
要
に
応
じ
て
、
継
続
的
に
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
心
理
面
接

よ
り
専
門
的
な
個
別
の
支
援
を
要
す
る
児
童
に
対
し

て
は
、
心
理
面
接
や
遊
戯
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
児
童
は
所
属
寮
か
ら
の
打
診
や
主
治
医
の
指
示
等

に
よ
っ
て
会
議
に
か
け
ら
れ
決
定
し
ま
す
。
心
理
面
接

の
内
容
と
し
て
は
、
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
の
整
理
や

対
策
の
検
討
、心
を
落
ち
着
か
せ
る
練
習（
呼
吸
法
等
）、

自
己
理
解
の
促
進
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
な
ど
で
す
。

③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

よ
り
多
く
の
児
童
に
自
分
の
感
情
と
の
付
き
合
い
方

や
社
会
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
よ
う

と
、令
和
四
年
度
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
通
称
「
こ

こ
ろ
の
勉
強
会
」）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
悩

み
や
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
他
者
の
意
見
を
聞
い
た
り
自

分
の
意
見
を
発
表
し
た
り
す
る
機
会
に
な
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
情
緒
の
安
定
や
他
者
と
の
よ

り
良
い
関
わ
り
を
目
指
し
て
、
放
課
後
活
動
や
余
暇
支

援
、
季
節
の
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

④
直
接
処
遇
職
員
と
の
協
働

心
理
面
接
を
受
け
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
担
当

職
員
や
寮
長
と
の
情
報
共
有
を
よ
り
密
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
支
援
に
関
す
る
会
議
を
通
し
て
今
後
の
方

向
性
を
話
し
合
っ
た
り
、
心
理
療
法
士
と
し
て
の
見
立

て
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

  

防
災
訓
練

防
災
訓
練

元
日
に
起
き
た
大
き
な
地
震
。
全
国
に
衝
撃
が
走
る

と
と
も
に
、
日
頃
の
備
え
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

秩
父
学
園
で
は
毎
月
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
年
一
回
町
内
会
や
近
隣
施
設
と
合
同
で
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

合
同
防
災
訓
練

  

庶
務
課

庶
務
課
　
茂
木
　
康
平

　
茂
木
　
康
平

十
一
月
十
四
日
（
火
）、
近
隣
の
障
害
者
施
設
等
と

合
同
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

合
同
防
災
訓
練
は
平
成
二
十
五
年
か
ら
毎
年
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
二

年
度
～
令
和
四
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

の
た
め
開
催
が
見
送
ら
れ

て
お
り
、
今
回
は
四
年
ぶ

り
八
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
訓
練
の
内
容
は

避
難
訓
練
と
体
験
訓
練
で

し
た
。

冬休み　焼きいも大会
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【
避
難
訓
練
】

大
地
震
が
起
こ
り
、
厨
房
で
火
災
が
発
生
し
た
想
定

で
、
六
施
設
、
約
三
〇
〇
名
の
児
童
、
利
用
者
及
び
職

員
が
秩
父
学
園
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難
し
ま
し
た
。
北

原
町
町
内
会
の
皆
様
に
も
交
通
整
理
や
誘
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
秩
父
学
園
で
は
毎
月
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
避
難
は
久
し

ぶ
り
で
し
た
。
避
難
ル
ー
ト
な
ど
改
善
す
べ
き
点
も
見

つ
か
り
、
非
常
に
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

【
体
験
訓
練
】

消
火
体
験
、
煙
体
験
、
起
震
車
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
消
火
訓
練
で
は
消
火
器
の
使
用
方
法
を
学
び
、
実

際
に
消
火
器
の
使
用
体
験
を
し
ま
し
た
。煙
体
験
で
は
、

煙
の
充
満
し
た
テ
ン
ト
の
中
を
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
塞

い
で
移
動
し
ま
し
た
。起
震
車
体
験
で
は
、実
際
に
あ
っ

た
地
震
を
再
現
し
た
激
し
い
揺
れ
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
起
震
車
に
乗
る
ま
で
不
安
そ
う
な
表
情

の
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
す
る
と
多
く
の
児

童
が
思
い
の
ほ
か
し
っ
か
り
体
験
で
き
て
い
ま
し
た
。

秩
父
学
園
は
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
近

隣
施
設
の
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
毎
月

の
訓
練
に
加
え
て
、
近
隣
施
設
と
の
合
同
防
災
訓
練
を

引
き
続
き
実
施
し
、
有
事
の
際
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

非
常
食
訓
練

  

　　
管
理
栄
養
士

管
理
栄
養
士
　
島
田
　
結
実

　
島
田
　
結
実

合
同
防
災
訓
練
に
併
せ
て
、
そ
の
日
の
昼
食
は
非
常

食
で
対
応
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
が
使
え
な
い
想
定
で
、
寮
の
職
員
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
を
使
っ
て
主
食
の
米
飯
を
作
り
ま
し
た
。
準
備

を
始
め
て
で
き
あ
が
る
ま
で
約
一
時
間
か
か
る
た
め
、

落
ち
着
か
な
く
な
る
児
童
も
い
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ

た
ご
は
ん
は
普
段
給
食
で
炊
い
て
も
ら
う
米
飯
と
は
異

な
る
た
め
、
食
べ
に
く
く
て
残
す
児
童
、
い
つ
も
と
違

う
食
器
や
提
供
方
法
に
影
響
さ
れ
な
い
児
童
、
お
か
ず

の
味
付
け
を
気
に
入
っ
た
の
か
い
つ
も
よ
り
食
べ
残
し

が
少
な
か
っ
た
寮
な
ど
、
反
応
は
様
々
で
し
た
。

秩
父
学
園
で
は
一
週
間
分
二
十
一
食
の
献
立
を
作
っ

て
非
常
食
を
保
管
し
て
い
ま
す
。
食
べ
や
す
さ
や
児
童

の
好
み
も
取
り
入
れ
て
変
化
を
持
た
せ
る
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。
実
際
の
非
常
食
を
給
食
係
で
も
試
作
し
、

非
常
食
訓
練
後
に
寄
せ
ら
れ
た
反
省
を
活
か
し
て
毎
年

内
容
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

 

実
際
の
非
常
時
は
い
つ
も
の
担
当
者
が
対
応
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
誰
が
現
場
に
い
て
も
食
事
が
提

供
で
き
る
体
制
作
り
・
共
通
認
識
作
り
の
き
っ
か
け
に

防
災
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
訓
練
で
非
常
時
の
不
便
さ
を

体
験
し
、
学
園
全
体
で
協
力
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
が
ベ
ス
ト
か
を
探
り
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
感
謝
状
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
感
謝
状
」

十
二
月
の
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、
長
年
環
境
整

備
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
三
団
体
と
美
容
師
さ

ん
に
感
謝
状
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
長
い
団
体
は
五
十

年
以
上
に
わ
た
り
、
継
続
的
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て
は
秩
父
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
： http://w

w
w
.rehab.go.jp/

chichibu/
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か
り
ん
寮 

上
小
路
　
希
美

か
り
ん
寮
の
冬
は
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
！

児
童
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
ク
リ
ス
マ
ス
！

庶
務
課
の
職
員
に
よ
る
ピ
ア

ノ
演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
流
れ
る
綺
麗
な
音
色
に
、

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
児
童

た
ち
も
こ
の
時
ば
か
り
は
う
っ
と
り
と
静
か
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
演
奏
が
終
わ
る
と
サ
ン
タ
さ
ん
と

ト
ナ
カ
イ
さ
ん
に
な
り
き
っ
た
職
員
が
登
場
し
大
盛

り
上
が
り
！
夕
食
は
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
物
や
好

き
な
物
を
た
く
さ
ん
用
意
し
た

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
し

た
。
大
好
評
で
「
私
の
好
き
な

も
の
い
っ
ぱ
い
だ
！
」「
全
部

美
味
し
い
！
」
と
み
ん
な
嬉
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

大
晦
日
は
特
別
に
お
茶
会
を

開
い
た
の
で
す
が･･･

み
ん
な

い
つ
も
通
り
の
時
間
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、
参
加
し
て
く
れ
た

の
は
四
名
で
し
た
。
四
名
で
い

つ
も
と
は
少
し
違
う
夜
の
静
か
な
時
間
に
ち
ょ
っ
と
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

次
は
お
正
月
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
。
初
詣
は
秩
父

学
園
か
ら
歩
い
て
近
く
の
神
社
に
お
参
り
に
行
き
ま
し

た
！
初
詣
の
帰
り
に
は
コ
ン
ビ
ニ
に
寄
っ
て
お
小
遣
い

で
買
い
物
。
お
小
遣
い
の
お
金
で
買
え
る
も
の
を
職
員

と
計
算
し
な
が
ら
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
児
童
や
、「
好

き
だ
か
ら
こ
れ
に
す
る
！
」
と
即
決
す
る
児
童
そ
れ
ぞ

れ
で
し
た
。
書
き
初
め
や
福
笑
い
も
楽
し
み
笑
い
声
の

絶
え
な
い
か
り
ん
寮
。
お
正
月
か
ら
み
ん
な
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

け
や
き
寮 

星
　
湧
人

十
一
月
に
は
、
学
園
と
近
隣

施
設
と
の
合
同
防
災
訓
練
が
あ

り
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
消
火

体
験
、
煙
体
験
、
起
震
車
体
験

が
あ
り
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
不

安
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が

ら
も
、
ど
の
体
験
も
楽
し
そ
う

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
特
に

起
震
車
体
験
で
は
、
ま
た
や
り

た
い
と
言
う
児
童
も
い
ま
し

た
。十

二
月
。冬
休
み
に
入
る
と
、

寮
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま

し
た
。
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
食
事
を
行
い
、
普
段
と
は

違
っ
た
食
事
で
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
サ
ン
タ
の
格
好
に
扮
し
た
職
員
が
登
場
し
一
緒

に
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
始
め
は
怖
が
る
児
童
も
い
ま

し
た
が
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
嬉
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

元
旦
に
は
初
詣
に
行
き
ま
し
た
。
お
参
り
の
仕
方
を

知
っ
て
い
る
児
童
も
い
て
、
初
め
て
お
参
り
す
る
児
童

に
教
え
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
良
い
一
年

に
な
る
こ
と
を
職
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。
初
詣
後
に

は
お
餅
を
食
べ
ま
し
た
。
あ
ま
り
食
べ
る
機
会
が
な
い

こ
と
も
あ
り
、お
い
し
そ
う
に
完
食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
書
き
初
め
も
行
い
ま
し
た
。
絵
を
描
く

児
童
も
い
れ
ば
、
好
き
な
文
字
を
書
く
児
童
、
そ
し
て

自
分
が
欲
し
い
物
を
書
く
児
童
も
い
ま
し
た
。
顔
に
墨

が
つ
い
て
し
ま
う
児
童
も
い
て
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

健
康
面
に
関
し
て
は
、
発
熱
者
が
数
名
お
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
さ
れ
た

方
が
一
名
、
溶
連
菌
に
感
染

さ
れ
た
方
が
一
名
い
ま
し

た
。
現
在
は
み
な
さ
ん
体
調

も
戻
り
、
元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
寒
い
日

が
続
く
の
で
、
体
調
管
理
に

気
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
寮 

仲
川
　
正
徳
・
土
屋
　
麗

ど
ん
ぐ
り
寮
の
冬
は
、
少
し
辛
い
こ
と
と
、
楽
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

辛
い
こ
と
は･･･

み
ん
な
が
嫌
い
な
予
防
注
射
で
す
。

各
寮
の
様
子
　

各
寮
の
様
子
　

��

秋
冬
編

秋
冬
編



第 345 号 （7） ちちぶだより

十
二
月
十
七
日
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
ま
し

た
。
以
前
は
、
注
射
が
大
嫌
い
な
児
童
が
い
て
、
接
種

と
な
る
と
そ
れ
は
も
う
大
変
で
し
た
。
色
々
な
支
援
を

重
ね
、
注
射
が
苦
手
な
児
童
も
ス
マ
ホ
の
動
画
を
観
な

が
ら
落
ち
着
い
て
受
け
た
り
、
事
後
の
倦
怠
感
が
嫌
だ

と
い
う
児
童
に
は
、
倦
怠
感
が
で
た
ら
飲
め
る
お
薬
の

お
知
ら
せ
を
し
た
り
、
ど
こ
で
、
誰
と
、
終
わ
っ
た
ら

ご
褒
美
と
視
覚
的
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な

落
ち
着
い
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
本

当
に
驚
き
で
し
た
。

楽
し
い
こ
と
は･･･

十
二
月
二
十
二
日
に
ど
ん
ぐ
り

寮
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の

メ
ニ
ュ
ー
は
み
ん
な
が
期
待
し
て
い
た
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

の
セ
ッ
ト
で
し
た
。
チ
キ
ン
、
ポ
テ
ト
、
チ
ー
ズ
チ
キ

ン
バ
ー
ガ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
を
嬉
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。
デ
ザ
ー
ト
に
は
も
ち
ろ
ん
ケ
ー
キ
！
か
わ
い
ら

し
い
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
の
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー

キ
を
食
べ
ま
し
た
。
ク
リ

ス
マ
ス
と
い
う
こ
と
で
、

ク
ッ
キ
ー
と
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
の
お
菓
子
も
付
い

て
、
食
べ
終
わ
っ
た
時
に

は
「
あ
ー
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
。

お
い
し
か
っ
た
」
と
伝
え
て
く

れ
ま
し
た
。
一
年
に
一
度
の
お

楽
し
み
が
笑
顔
で
過
ご
せ

て
よ
か
っ
た
で
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て
の

一
月
四
日
に
杵
と
臼
と
小

麦
粉
粘
土
を
準
備
し
て
、

餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
小
麦
粉
に
少
し
ず
つ
水
を
加

え
て
粘
土
を
作
る
作
業
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
手
が
ベ
ト
ベ
ト
に
な
る
こ
と
が
嫌
だ
っ
た
り
、
力

強
く
こ
ね
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
と
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
粘
土
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
粘
土

を
臼
に
入
れ
て
順
番
に
杵
で
つ
き
ま
し
た
。
杵
を
渡
す

と
説
明
も
不
要
で
皆
さ
ん
上
手
に
つ
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
餅
つ
き
の
後
は
本
物

の
餅
と
ア
イ
ス
、
き
な
粉
と

黒
蜜
で
信
玄
餅
風
の
美
味
し

い
デ
ザ
ー
ト
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

く
ぬ
ぎ
寮 

須
永
　
貴
之

く
ぬ
ぎ
寮
の
十
一
月
～
一
月
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま

す
。十

一
月　

学
校
で
は
ト
コ
ト
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
小
中
学
部
）、
緑
明
祭
（
高
等
特
別
支
援
学
校
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
練
習
を
重

ね
、
当
日
は
緊
張
す
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
練

習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
取
り
組

ん
だ
事
が
形
に
な
る
こ
と
へ
の
達
成
感
を
も
っ
て
い
る

様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
自
信
が
つ
く
経
験
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

十
二
月　

寮
内
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
。
数
日
前
か
ら「
ピ
ザ
食
べ
た
い
」

「
ケ
ー
キ
が
食
べ
た
い
」「
サ
ン
タ

来
る
か
な
？
ゲ
ー
ム
を
お
願
い
す

る
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、

楽
し
み
な
様
子
で
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
パ
ー
テ
ィ
ー
メ

ニ
ュ
ー
は
牛
丼
、
オ
ー
ド
ブ

ル
、
ケ
ー
キ
と
盛
り
沢
山
で
、

職
員
は
「
食
べ
き
れ
る
か

な
？
」
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

さ
す
が
男
子
。
み
ん
な
ペ
ロ

リ
と
完
食
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

み
な
さ
ん
大
喜
び
で
し
た
。

一
月　

今
年
は
辰
年
。
時

が
経
つ
（
辰
）
の
は
早
い
で
す
ね
。
元
旦
は
お
せ
ち
を

食
べ
て
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
年
末
に
作
っ
た
辰
の
イ

ラ
ス
ト
を
飾
り
、
獅
子
舞
と
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。

近
く
の
神
社
ま
で
初
詣
に
出
掛
け
た
り
と
ゆ
っ
た
り
と

し
た
お
正
月
を
過
ご
し
ま
し
た
。
初
詣
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
お
参
り
し
て
神
様
に
お
願
い
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

辰
年
は
十
二
支
の
中
で
唯
一
空
想
の
生
き
物
で
あ
る

龍
（
辰
）
が
天
に
昇
る
様
子
か
ら
、
成
功
の
象
徴
と
し

て
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
も
体

調
管
理
な
ど
十
分
に
配
慮
し
、「
楽
し
い
く
ぬ
ぎ
寮
」

と
い
う
目
標
が
達
（
辰
）
成
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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六
十
年
に
一
度
の
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
は
努

力
し
て
き
た
こ
と
が
ぐ
ん
と
成
長
す
る
縁
起
の
い

い
年
だ
そ
う
で
す
。「
三
四
五
号
」
数
が
並
ん
で

な
ん
だ
か
嬉
し
い
。
三
四
四
の
積
み
重
ね
が
あ
っ

て
の
今
、
こ
れ
か
ら
ど
う
発
展
す
る
か
を
期
待
し

て
。
甲
辰
、
皆
様
に
と
っ
て
ぐ
ん
と
伸
び
る
よ
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。（
麻
）

編
集
後
記

発
行
日 

令
和
六
年
三
月
七
日

発　

行 
 

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

セ
ン
タ
ー
自
立
支
援
局
秩
父
学
園

 

住　

所　

〒
３
５
９
―

０
０
０
４

 

埼
玉
県
所
沢
市
北
原
町
８
６
０

 

TEL
０
４
―

２
９
９
２
―

２
８
３
９

 

FAX
０
４
―

２
９
９
５
―

２
２
５
３

 
chousa-chichibu@

rehab.go.jp

２月１日　 虐待防止委員会２月１日　 虐待防止委員会
 　身体拘束等適正化委員会 　身体拘束等適正化委員会
　　６日　 高等特別支援学校入学選考日　　６日　 高等特別支援学校入学選考日
３月11日　高３　卒業式３月11日　高３　卒業式
　　14日　小６・中３　卒業式　　14日　小６・中３　卒業式
　　24日　フレンドリーコンサート　　24日　フレンドリーコンサート
　　28日　お花見　クラシックコンサート　　28日　お花見　クラシックコンサート

行 事 予 定

児
童
の
動
き�

○ 

十
二
月
に
女
児
一
名
、
二
月
に
女
児
一
名
が
埼
玉
県

内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
移
ら
れ
ま
し
た
。

  
「
心
に
も
貯
金
が
必
要
だ
よ
ね
」

「
心
に
も
貯
金
が
必
要
だ
よ
ね
」

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
病
院

�

歯
科
医
長　

熊
澤　

海
道　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
二
〇
二
四
年
も

熊
澤
の
つ
ぶ
や
き
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
と
っ

て
も
嬉
し
い
で
す
。

さ
て
、
新
年
と
い
う
こ
と
で
新
た
に
何
か
を
始
め
て

み
よ
う
！
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
、
あ
る
い
は
苦

手
な
も
の
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
時
に
は
、
そ
の
始
め

方
や
取
り
組
み
方（
導
入
）が
大
事
か
な
と
密
か
に
思
っ

て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
嫌
な
こ
と
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
歯

科
を
例
に
挙
げ
て
み
れ
ば
、
い
き
な
り
「
む
し
歯
が
あ

る
か
ら
治
療
し
よ
う
」
と
言
わ
れ
て
も
な
か
な
か
受
け

入
れ
る
の
が
難
し
い
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
知
的
や

発
達
障
害
が
あ
る
子
ど
も
達
な
ら
、
な
お
さ
ら
そ
の
壁

は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
、良
か
れ
と
思
っ

て
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
「
治
療
」
を
優
先
す
る
あ

ま
り
こ
ち
ら
の
意
見
を
無
理
に
押
し
通
し
て
し
ま
う
と

「
友
達
」
に
な
る
の
が
す
ご
く
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う

と
熊
澤
は
考
え
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
る
か
？
そ
ん
な
と
き
熊
澤
は
「
心
の

貯
金
」
を
貯
め
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
き
な
り

歯
を
削
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、ち
ゃ
ん
と
お
話（
説

明
）
を
し
た
り
、
使
う
器
具
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
そ

れ
で
遊
ん
で
み
た
り
‥
と
そ
ん
な
や
り
取
り
の
中
で

「
心
の
貯
金
」
を
貯
め
て
、
不
安
を
安
心
に
変
え
て
信

頼
関
係
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
う
か
！
「
心
の
貯
金
」
と

は
「
信
頼
関
係
」
を
築
い
て
い

く
こ
と
な
ん
だ
！
と
今
こ
の
文

章
を
書
い
て
い
て
気
づ
い
て
し

ま
っ
た
熊
澤
で
す
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
な
ど
の
投
資
が
勧
め
ら
れ
る

昨
今
、
こ
ん
な
貯
金
の
形
も
あ
っ
て
も
良
い
の
か
な
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

熊
澤
先
生
の
「
ゆ
る
〜
く 

か
た
〜
く
」

職
　
員
　
の
　
動
　
き

◆
令
和
五
年
十
一
月
一
日
付

小
山
　
翔
子　
（
庶
務
課
）
こ
ど
も
家
庭
庁
へ

沼
津
　
大
嗣

　

 

庶
務
課
（
こ
ど
も
家
庭
庁　

成

育
局
よ
り
）


